
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 計

円 円 円

事業費 19,893,600 19,893,600

交付金額 10,000,000 10,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

　村道親志～山田線改修工事

　読谷村長

　読谷村字親志地内

　本道路は、昭和53年以前に、旧国道58号線として整備され、昭和63年度に村
へ移管された後、今日まで地域住民の生活道路、また観光施設や村の公共施設
への道路として使用され、村民並びに利用者の安全な交通確保に寄与してき
た。
　しかし、現在では老朽化が進み、車道や歩道に亀裂が発生し、そこに雨水が
浸入することで地盤が緩み、更なる亀裂が広がりつつある状況であった。
　そこで、本事業地に隣接して建設中の読谷村新火葬場建設に係る取付道路の
整備に合わせ、当該道路の改修工事を行うことにより、道路及び施設利用者の
円滑で安全な交通確保を目的とする。

　道路改修工事　L=147.9ｍ、W=9.70ｍ

　平成27年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【整備を行ったことによる環境の改善の成果及び評価】
　整備後、施設利用者や周辺住民へのアンケート調査を実施した結果、
　以下の意見が寄せられた。
　・施設への右折道路も確保され、追突の心配も減った
　・亀裂が無くなり、雨水もたまらないので安心して通れるようになった
　以上のことから、道路及び施設利用者の円滑で安全な交通確保に寄与し
　ており、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民（施設利用者）への周知の実施状況】
　・村ホームページへ掲載
　・工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」と記載し周辺住民へ
　　周知

　今後も地域住民のニーズに応えながら、生活環境の改善に寄与する。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成26年度 平成27年度 平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 9,376,558 22,084,588 42,434,732 73,895,878

交付金額 8,684,000 22,084,000 42,434,000 73,202,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

村道古堅２８号線整備工事

読谷村長

読谷村字古堅地内

　本道路は未舗装区間や道路幅員が狭隘である区間、側溝の未整備区間があり、
生活道路として地域住民が利用する際に支障を来している状況があり、道路整備
の要請が地域住民よりあった。
　本事業を実施することにより、道路の利便性、安全性の向上、地域住民の生活
環境の改善を図る。

実施設計　一式、用地買収26筆、995.24㎡、道路整備工事L=354.0ｍ、W=4.0ｍ

平成26年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【道路整備を行ったことによる地域住民の生活環境の改善の成果及び評価】
　整備後、地域住民へのアンケート調査を実施した結果、以下の意見が寄せられ
た。
　・より道路がきれいになってよかった
　・凸凹が無くなり、雨水もたまらないので通りやすくなった
　以上のことから、道路の利便性が向上しているといえるので、本事業の成果は
得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況】
・村ホームページへ掲載
・工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」と記載し周辺住民へ周知

今後も地域住民のニーズに応えながら、生活環境の改善に寄与する。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 9,696,240 21,600,000 31,296,240

交付金額 9,637,000 18,700,000 28,337,000

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

１）村ホームページ及び村広報誌への掲載
２）工事看板に記載

事　　業　　評　　価　　書

読谷村体育センター耐震補強工事

読谷村長

読谷村座喜味地内

　村内に所在する読谷村体育センターは、昭和56年度に整備され、村民の生涯ス
ポーツの振興及び健康増進に寄与してきた。しかし、整備後三十数年が経過し、
建物が老朽化していることから耐震診断を行ったところ、結果、現状では耐震性
はないものと判断された。
　このことから、本事業により耐震補強工事を行い、建物の耐震性を確保するこ
とで、引き続き村民の生涯スポーツの振興及び健康増進に寄与する。

（参考指標）
　年間施設利用者数　10,931人

　無し

耐震工事　A＝905.65㎡

　平成27年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知

の実施状況

【事業の成果及び評価】

　整備後、平成30年2月現在の利用者数は11,836に達しており、目標の10,931人以
上を達成しているため、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 29,294,712 24,300,000 53,594,712

交付金額 29,122,000 24,300,000 53,422,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

大木公園整備工事

読谷村長

読谷村字大木地内

　大木公園は、地域住民の憩いの場及び健康増進に寄与するため、昭和54年～55年
度に公園整備を実施した。しかし、当公園整備において地権者の理解が得られず、
一部未買収となり未整備となった。
　今般、この未整備部分について、大木自治会等から公園利用者への利便性向上の
ため、整備を求める声が寄せられた。これを踏まえ、地権者と再協議をしたとこ
ろ、理解を得られたことから公園整備を再開し、本事業により完成させるものであ
る。
　本事業で未整備箇所を整備することにより、公園利用者への利便性を向上させ、
今後も地域住民の憩いの場及び健康増進に寄与する。

実施設計　一式
物件調査　一式
用地買収　A=639.54㎡
物件補償　1件
休憩施設工　東屋1棟
植栽工　　　張芝　478㎡

平成27年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【公園としての機能の充実化についての成果及び評価】
　整備後、大木自治会や周辺住民へのアンケート調査を実施した結果、公園整備に
ついて、「大変良い」、整備したことによる地域環境の変化について「環境が良く
なった」と回答が得られた。また、以下の意見が寄せられた。
　・公園が明るくなり、きれいになることで行き易くなった。
　・子ども達が遊んでいるのをよく見かけるようになった。
　・東屋ができ嬉しいが、近くにトイレや水場があれば尚良し。
　・環境は良くなったが、トイレの使用状況が悪い
　以上の結果から、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
２）東屋へ「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」と文字記載
３）工事施工中の看板に調整交付金事業である旨を記載

今後も地元のニーズに適切に対応するよう努め、公園の維持管理を行う。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 11,211,069 11,211,069

交付金額 11,211,000 11,211,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の 改善 措置 及び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

学校給食調理場給食配送車輌購入

読谷村長

読谷村座喜味（読谷調理場）及び楚辺（古堅調理場）地内

補助事業の成果の目的

　村内に所在する読谷給食調理場及び古堅調理場では、読谷調理場において、読
谷小学校及び読谷中学校の2校分の給食を、平成13年度に購入した給食配送で各
学校へ提供し、古堅調理場においては、古堅小学校、古堅南小学校、古堅中学校
の３校分の給食を、平成16年度に購入した給食配送車で各学校へ提供してきた。

　現在、給食配送車輌は購入後14年と11年が経過し、経年劣化によるエンジン等
の修繕が絶えず、今後の運営に支障を来す恐れがある。　このことから、本事業
により給食配送車輌を更新し、安定的運営を確保することで、児童生徒の健康及
び食育に寄与するものである。
（参考指標）
年間の修繕件数　０件

備品購入

平成28年度

事業費及び交付金額

【事業の成果及び評価】
　読谷村給食調理場及び古堅給食調理場における給食配送車の更新を行った結
果、安定した給食の実施が行われる環境を維持することができた。
　また、年間の修繕件数も０回であったことから本事業の成果は得られたものと
評価した。
【地域住民への周知】
（１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
（２）購入車輌へ「平成28年度沖縄防衛局調整交付金事業」と文字塗装する。

引き続き学校給食の安定供給に努める。

無し



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 50,922,000 50,922,000

交付金額 48,881,000 48,881,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

セーラの森公園遊具設置工事

読谷村長

読谷村字座喜味地内

　セーラの森公園において、これまで地域住民の憩いの場としての利用及び健康
増進に寄与してきた。
　近年、地域住民から遊具の追加設置を要望されている状況である。
 このことから、本事業により遊具を設置することで、公園としての機能の充実化
を図るものである。

実施設計　一式
遊具設置工事
　児童用複合遊具、乳幼児用複合遊具、ブランコ、転落防止柵

平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【公園としての機能の充実化についての成果及び評価】
　整備後、都屋自治会や周辺住民へのアンケート調査を実施した結果、公園整備
について「大変良い」、整備したことによる環境の変化について「環境が良く
なった」と回答が得られた。また、以下の意見が寄せられた。
　・子ども向け遊具が増え、親子での利用が増えている。次は健康遊具を増やし
　　てほしい
　・遊具の種類が増えたので、兄弟で連れて行っても飽きることなく遊んでくれ
　　る。地面もやわらかい作りのため安心して利用できる。
　・年齢別で遊具が分かれているので子どもが利用しやすくなった。
　・日差しの強い日でも遊べるように陰がほしい。
　以上の結果から、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
２）遊具へ「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」と文字記載
３）工事施工中の看板に調整交付金事業である旨を記載

今後も地元のニーズに適切に対応するよう努める。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 24,300,000 24,300,000

交付金額 24,250,000 24,250,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　改修電気工事：照明設備　６基

　平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価について】
　改修工事完了後、施設利用者へアンケート調査を実施したところ、LED照明に整
備したことで以前より明るくなった、“大変良い”“良い”との回答であったた
め、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知について】
　１）村ホームページ及び村広報誌へ掲載
　２）工事中における工事看板へ記載

　無

事　　業　　評　　価　　書

　古堅南小学校屋外運動場照明設備改修工事

　読谷村長

　読谷村立古堅南小学校

　本運動場施設はソフトボール、野球競技スポーツ場として地域に開放しウォー
キング、健康増進、地域コミュニティーの場所として多面的に活用されている
が、既設照明設備は、昭和60年度の建設時から30年余が経過しており、錆や腐食
劣化、絶縁不良といった老朽化が見られる。
　本事業により老朽化した照明設備の改修工事を行い、施設利用者の安全を確保
するとともに、健康増進、地域コミュニティーの場などの多面的活用に寄与する
ものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 9,288,000 9,288,000

交付金額 6,500,000 6,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　改修電気工事：照明設備等　S=995.9㎡

　平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価について】
　改修工事完了後、施設利用者へアンケートを実施したところ、LED照明に整備し
たことで、視認性も向上し、運動しやすくなった。また、点灯・消灯がスムーズ
で発表会などにおける照明効果にも利用できるようになったとの回答であったた
め、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知について】
　１）村ホームページ及び村広報誌へ掲載
　２）工事中における工事看板へ記載

　無

事　　業　　評　　価　　書

　古堅南小学校屋内運動場電気設備改修工事

　読谷村長

　読谷村立古堅南小学校

　本体育館施設はバスケットボール、バレーボールなどスポーツ競技場として地
域に開放し、健康増進、地域コミュニティーの場所として多面的に活用されてい
るが、既設照明設備は、昭和57年度の建設時から30年余が経過しており、錆や腐
食劣化、絶縁不良といった老朽化が見られる。
　本事業により老朽化した照明設備の改修工事を行い、施設利用者の安全を確保
するとともに、健康増進、地域コミュニティーの場などの多面的活用に寄与する
ものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目 的

補助事業の内容

補助事業の始期及
び終期

基金処分額 基金残額

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 計 平成28年度 平成28年度末

円 円 円 円 円 円 円 円

事業費 85,000,000 35,000,000 20,000,000 5,000,000 1,448,000 146,448,000

交付金額85,000,000 35,000,000 20,000,000 5,000,000 0 145,000,000

市町村費 0 0 0 0 1,448,000 1,448,000

補助事業の成果及
び評価並びに地域
住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及
び今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

【環境保全等の成果及び評価】
・整備後、火葬場の安定した運営と周辺環境の保全に寄与出来ているため
本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
・読谷村公式ホームページ及び広報誌において掲載。
・火葬炉に「平成28年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」を貼付

今後も地域住民のニーズに応えながら、安定的な運用及び周辺環境の保
全に寄与する。

無

火葬炉設置工事　３基

平成23年度から平成28年度まで

事業費及び交付金
額

基金造成額

146,448,000 0

事　　業　　評　　価　　書

火葬炉設置工事

読谷村長

読谷村字親志地内

　昭和34年より読谷村火葬場を運営しているが、築56年余が経過し、施設
及び火葬炉の老朽化が進み、火葬時に黒煙が発生する等の支障が発生し
ており、新たな火葬場が必要となっている。本事業を実施することにより、新
たな読谷村火葬場の安定的な運用及び周辺環境の保全に寄与する。


